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要旨：障害者差別解消法は，事業者による合理的配慮の提供を法的に義務化することを柱

の一つとして，2021 年に改正，2024 年に施行された。そこで，2021 年から 2024 年の 4 年

間における日本全国の各大学のホームページの内容を調査対象として，コンピュータープ

ログラムを用いるスクレイピングの手法により，障害者差別解消法に由来する語を含む，

障害学生支援に関連する 6 つの語が出現するかどうかを判定した。その結果，分析対象と

した 735 校について，各語が出現した大学の校数の割合（出現校割合）を算出したところ，

「学生相談」の語はいずれの年も出現校割合が高かったが，それ以外の 5 つの語に関して

は出現校割合が増加傾向にあることが明らかになった。他方で，社会モデルに基づいて障

害学生支援に取り組んでいることを公表する際に用いると考えられる「合理的配慮」や「社

会的障壁」の語の出現校割合は，国立大学と比較して，私立大学における水準の低さが際

立った。 
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Ⅰ．背景と目的 

 2016 年に，「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（以下，障害者差別解消

法）が施行された。その後，事業者にとって努力義務であった合理的配慮を法的義務に引

き上げるという取り組み強化の内容を柱として，同法は 2021 年に改正（以下，改正障害者

差別解消法）され，2024 年に施行された。 

 障害者差別解消法は第 9 条で，国の行政機関の長及び独立行政法人等に対し，当該国の

行政機関及び独立行政法人等の職員が適切に対応するために必要な要領（以下，国等職員

対応要領）の作成および公表を義務付けている。国立大学協会（2015）は，国立大学が要

領を作成する際の参考として「障害を理由とする差別の解消の推進に関する教職員対応要

領（雛形）」（以下，雛形）を公表した。雛形は「社会的障壁」や「合理的配慮」などの語

を用い，障害者差別解消法の趣旨にのっとり社会モデルの考え方を取り入れた内容で構成

され，国立大学が作成する対応要領が含むべき内容の基準を示したと位置付けられる。 

 また，文部科学省は 2024 年の改正障害者差別解消法施行に合わせ，「障害のある学生の

修学支援に関する検討会報告（第三次まとめ）」（以下，第三次まとめ。文部科学省, 2024b）

を公表した。その検討過程において，委員である高橋は，障害学生に対する合理的配慮の

対応は障害学生支援の取り組みに内包される関係にあるという考え方を提示している（文

部科学省, 2023b; 2023c）が，国立大学は，もともと取り組んでいた，あるいは新たに取り

組む障害学生支援に社会モデルに基づいた対応を組み入れることを，国等職員対応要領の

公表により明示したと捉えることができる。 

 第三次まとめの検討過程では，合理的配慮提供の法的義務化への対応として，事業者で

ある私立大学が取り組むべき内容を示すことが焦点の一つとなった。その後公表された第

三次まとめでは，私立大学に対しては国等職員対応要領のような対応要領の作成と公表が

法的に義務付けられていないものの，自主的な作成・公表が推奨されている。同時に，社

会モデルの理解についても強調されていることから，私立大学の対応要領にも，国立大学

においてそうであったように，社会モデルに基づいた対応を行う方針が含まれることが当

然期待されていると捉えるべきであろう。 

 このような動向を踏まえれば，対応要領という形式を取るか否かはおくとして，私立大

学においても社会モデルに基づいた対応を行う方針を明示することへの社会的要請が今後

増してくると思われる。 

 さて，独立行政法人日本学生支援機構（以下，日本学生支援機構）が毎年実施している

全国の大学等を対象とした障害のある学生の修学支援に関する実態調査（以下，実態調査。

独立行政法人日本学生支援機構, 2018; 2024）においては，大学などの障害学生支援の取り
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組みを，学外者が見ることができるホームページで公開しているか否かを尋ねる項目があ

る。この項目に対し，比較可能な 2017～2023 年度調査において「公開している」と回答し

た大学の割合は 2017 年度の 49.5％（n=782）から年々増加し，2023 年度は 74.8％（n=812）

であった。また，障害者差別解消法に関する対応要領または基本方針，規程などがあるか

を尋ねる項目については，あると回答した大学の割合は，2017 年度は 51.9％（n=782）で

あったが，2023 年度には 82.1％（n=812）に増加した。 

 もっとも，上述の調査項目は，障害学生支援の取り組みを公表する媒体としてのホーム

ページの利用，および障害者差別解消法に関する対応要領などの作成の取り組みの有無を

別々に尋ねたものであり，両者を組み合わせた「公表されたホームページの内容に社会モ

デルの考え方を踏まえた対応要領，または対応要領の形式でなくとも何らかの方針や説明

が含まれているか否か」といった観点からの質問項目はない。また，同調査報告は，2023

年度分まで設置者区分ごとの分析結果が公開されておらず 1)，改正障害者差別解消法の影

響が大きい私立大学の回答状況の推移を知ることはできない。 

 そこで，本稿は障害者差別解消法が改正された 2021 年から，施行された 2024 年までの

4 年間，日本の大学のホームページの内容を縦断的に調査し，「合理的配慮」や「社会的障

壁」など，障害者差別解消法に由来し，社会モデルに基づいた取り組みを行っていること

を推測させる語を含む障害学生支援に関連する語（以下，障害学生支援関連ワード）が出

現した大学の校数の割合（以下，出現校割合）とその推移を大学の設置者ごとに明らかに

し，それをもって障害者差別解消法改正後の全国の大学における障害学生支援の取り組み

状況の変化を推測することとした。 

 

Ⅱ．方 法 

 1. 調査手順 

 各大学のホームページに，障害学生支援関連ワードが出現したかを判定するために，コ

ンピュータープログラムにより指定のウェブサイトの内容を同一手順で反復的に取得（以

下，スクレイピング）し，取得した内容に特定の文字列が含まれているか否かを判定する

手法を用いた。スクレイピングを用いたのは，4 年間の縦断的調査で手順を変更すること

なく適用でき，調査の信頼性を高められるためである。調査手順は以下の通りである。 

 ［手順(1)］： 調査対象大学を選定する。 

 ［手順(2)］： ［手順(1)］で選定した大学について，調査の起点となるウェブサイト（以

下，第 1 層のウェブサイト）を設定する。なお，「ホームページ」は「ウェブサイト」の集

合体とみなす。 
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 ［手順(3)］： 第 1 層のウェブサイトの内容取得を試みる。内容取得が成功すれば，障害

学生支援関連ワードが出現したかどうかを判定する。 

 ［手順(4)］： 第 1 層のウェブサイトに設定されているリンク先のウェブサイト（以下，

第 2 層のウェブサイト。以下，第 3 層，第 4 層についても同様に「第 3 層のウェブサイト」

「第 4 層のウェブサイト」という）の URL を収集する。 

 ［手順(5)］： ［手順(4)］で収集した URL をたどり第 2 層のウェブサイトに移動し，第

2 層のウェブサイトについても上記［手順(3)］［手順(4)］と同様の手続きを行う。第 2 層

のウェブサイトからリンクしている第 3 層のウェブサイトにも同様の手続きを行う。 

 ［手順(6)］： 第 3 層のウェブサイトからリンクしている第 4 層のウェブサイトに，［手

順(3)］と同様の作業を行う。リンク先を辿るのは第 4 層までとする。 

 スクレイピングに用いたプログラム（以下，プログラム）の実行環境は，Python バージョ

ン 3.8 であった。また，作成したプログラムの中で使用した Python の主要なモジュールと

そのバージョンは，requests 2.25.1 / lxml 4.6.2 / BeautifulSoup4 4.9.3 / urllib3 1.26.3 / 

pdfminer3k 1.3.4 であった。スクレイピングでは，大学のサーバーに過度な負荷を与えない

よう実行速度を調整し，1 大学あたりで調査対象とするウェブサイト数は上限を 200 に制

限した。 

 2. 調査期間 

 調査期間は，1 回目が 2021 年 6 月 19 日～7 月 1 日，2 回目が 2022 年 6 月 26 日～7 月 9

日，3 回目が 2023 年 7 月 30 日～8 月 15 日，4 回目が 2024 年 6 月 11 日～6 月 22 日であっ

た。これらをそれぞれ「2021 年調査」「2022 年調査」「2023 年調査」「2024 年調査」とよぶ。

なお，各調査の前には，手順の確認・調整のための事前調査（以下，プレ調査）を実施し

た。 

 3. 障害学生支援関連ワードの設定 

 障害学生支援関連ワードとして，「障害学生」「障害者差別解消」「合理的配慮」「社会的

障壁」「不当な差別的取扱い」「学生相談」の 6 語を採用した。これらの語を採用した検討

過程は次の通りである。 

  （1）「障害学生」： 日本学生支援機構は 2004 年の設立当初から障害学生支援を事業に

含め，初年度の年報に「障害学生の修学支援事業」と記載している（独立行政法人日本学

生支援機構，2006）。また，公的文書では，例えば文部科学省（2012）「第一次まとめ」に

「障害学生」が単独で，あるいは「支援障害学生」「障害学生支援室」などの形で記載され

ている。これらの事例より，「障害学生」の語は現在では障害学生支援の分野で広く普及し

ていると考えられ，障害学生支援体制を整備する大学が取り組みをホームページで公表す
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る際に「障害学生」の語を使用する可能性は高いと推測される。そこで「障害学生」の語

を障害学生支援関連ワードとして採用した。 

 さらに，「第一次まとめ」では「障害学生」と同じ意味で「障害のある学生」が用いられ

ており，両者は等価な表現とみなせる。このため，本調査では障害学生支援関連ワードに

ついて，それと等価とみなすことのできる語（以下，等価表現ワード）も判定対象に含め

ることとした。「障害学生」の等価表現ワードには，「障がい学生」「障害のある学生」「障

がいのある学生」「しょうがい学生」「しょうがいのある学生」を採用した。 

  （2）「障害者差別解消」: 「障害者差別解消」は，障害者差別解消法を指す際に用い

られる語である。国立大学の職員対応要領では，障害者差別解消法に準拠して作成したこ

とを示すために使用される例が多く，公立・私立大学でも法令遵守を示す際に言及される

と考えられる。このため，障害学生支援関連ワードとして採用した。 

 「障害者差別解消」の等価表現ワードとして「障害を理由とする差別の解消」「障がいを

理由とする差別の解消」「しょうがいを理由とする差別の解消」「障害者差別解消法」「障害

を理由とする差別の解消の推進に関する法律」を採用した。 

  （3）「合理的配慮」「社会的障壁」「不当な差別的取扱い」: 「合理的配慮」「社会的障

壁」「不当な差別的取扱い」は，障害者差別解消法の条文や内閣府の障害を理由とする差別

の解消の推進に関する基本方針，文部科学省所管事業分野における障害を理由とする差別

の解消の推進に関する対応指針等の法令において，さらには雛形においても使用されてい

る。「合理的配慮」および「社会的障壁」は，障害学生支援の取り組みを社会モデルの考え

方に基づいて行っていることを説明する際の記述に用いられる場合が多いと考えられる。

また，「不当な差別的取扱い」は，障害者差別解消法において不当な差別的取扱いの禁止が

合理的配慮の提供とともに義務化されていることから，とりわけ，公表が対応要領の形式

を取る場合に両者に言及する形で使用されることが多いと考えられる。以上を踏まえて，

上述 3 つの語を採用し，障害学生支援の取り組みを社会モデルや法令遵守の観点から行う

ことを公表しているかどうかを推測するための指標とした。 

 「合理的配慮」は，障害者差別解消法において「合理的な配慮」と表現されていること

から，これを等価表現ワードとして採用した。「社会的障壁」および「不当な差別的取扱い」

についてはほかに等価とみなせる語はないと考え，等価表現ワードは設定しなかった。 

  （4）「学生相談」： 日本では 1953 年に初めて学生相談機関が設置されて以降，その役

割の変遷を経ながら全国に広まった（齋藤, 2020）。学生相談学会が実施した 2021 年度調査

（杉江・杉岡・堀田他, 2022）では，回答した全国 450 大学のうち 95.6％が学生相談機関を

設置しており，発達障害学生の相談先として同機関を挙げた大学は 83.3％，障害学生支援
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機関は 31.7％であった。また，日本学生支援機構の 2024 年度調査（独立行政法人日本学生

支援機構, 2025a）でも，回答大学 794 校のうち 86.4％が学生相談室などを有するとし，「障

害のある学生への対応」を今後の課題とした割合は 69.0％に上った。これらの結果から，

全国の大学で学生相談機関の設置率が高く，障害のある学生への相談対応にも重要な役割

を果たしていることが確認できる。以上を踏まえ，本研究では「学生相談」を障害学生支

援関連ワードとして採用した。等価表現ワードは設定しなかった。 

 4. 調査対象大学の選定［手順(1)］と第 1 層のウェブサイトの設定［手順(2)］ 

 調査対象とする大学の選定にあたっては，まず，調査年ごとに文部科学省のホームペー

ジ（文部科学省, 2021; 2022; 2023a; 2024a）に掲載されている大学のリスト（以下，文科省

大学リスト）を参照した。選定したのは，2021 年調査から年ごとに 795 校，802 校，811

校，814 校であった。 

 調査対象大学については，原則として文科省大学リストに登録された URL を第 1 層ウェ

ブサイトに設定した。ただし，各年のプレ調査で不適切と判断された場合には，適切と考

えられる別の URL に変更した。 

 5. ウェブサイトの内容取得［手順(3)］ 

 ウェブサイトの内容取得では，html 形式の場合はタグ内の文字列を，PDF 形式の場合は

PDF内の文字列を対象とするようプログラムを設定した。ただし，PDF解析に用いた Python

モジュール pdfminer3k 1.3.4 は，日本語ファイル名やフォント未埋め込みの PDF には対応

できず，これは本調査の制約の一つであった。以上の方法により，html および PDF 内の文

字列に，障害学生支援関連ワードまたは等価表現ワードが含まれるかどうかをプログラム

により判定した。 

 6. リンク先ウェブサイト URL の収集［手順(4)］ 

 ウェブサイトにリンクを設置する際は，当該ウェブサイトのソースである html ファイル

内に<a>タグを使用して，「<a href="リンク先ウェブサイト URL">リンク先ウェブサイトの

タイトルなどを表す部分</a>」のように記述される。リンク先ウェブサイト URL には文字

列が，また，リンク先ウェブサイトのタイトルなどを表す部分には文字列や画像が設定さ

れる。リンク先ウェブサイト URL を<a>タグから無制限に収集すると，障害学生支援と無

関係なサイトや学外サイトの情報を誤って含めるおそれがある。これを回避するため，プ

ログラムを以下のように設定した。 

  （1）リンク先ウェブサイトのタイトルなどを表す部分の文字列による収集条件の設定： 

リンク先ウェブサイトのタイトルなどを表す部分に，障害学生支援に関連する内容を公開

するウェブページに遷移する可能性が高いと推測される文字列（以下，リンク先判定用ワー

高等教育と障害, 早期公開版（2026.3.31公開）



 7

ド）が含まれているものを収集する条件をプログラムに設定した。リンク先判定用ワード

としては，「障害／障がい／しょうがい／支援／利用／内容／特別修学支援／特別支援／配

慮／合理的配慮／権利／アクセシビリティ／バリアフリー／インクルーシブ／インクルー

ジョン／ダイバーシティ／SDGs／協生環境／学生支援／学生サポート／学生生活／キャ

ンパスライフ／学生相談／健康支援／在学生／相談窓口／支援室／支援ルーム／支援セン

ター／大学案内／大学概要／情報公開／取り組み／取組み」の 34 語を設定した。 

 しかし，「支援」には「人事交流支援」「自己啓発支援」「食料支援」など，本調査の趣旨

と無関係なリンク先が含まれる場合があった。そこで 2021 年のプレ調査で，上記 34 語が

特定の文字列（以下，リンク先除外用ワード）と併用されていた場合は収集対象から外す

ようにした。リンク先除外用ワードは 208 語を設定した。 

 なお，リンク先ウェブサイトのタイトルなどを表す部分に画像が設定されていた場合は，

今回用いたプログラムではリンク先をたどることができず，これは本調査の制約の一つで

あった。 

  （2）調査対象のリンク先として採用しない URL 文字列の設定： 各調査年のプレ調査

でリンク先ウェブサイト URL のドメイン名を解析し，ドメイン名に教育機関のウェブサイ

トであることを示す「.ac.jp」が含まれなかった場合，プログラムの実行を一時停止し，当

該ウェブサイトが本調査の趣旨に適したページであるかどうかを著者が個別に検討し判定

した 2)。趣旨に適していなければ，調査対象外の URL 文字列（以下，リンク先除外用全般

URL 文字列）として設定し，当該 URL 文字列をドメイン名に含む URL のウェブサイトの

内容は収集しないこととした。 

 リンク先除外用全般 URL 文字列に設定したのは，2021 年調査では 149 個であり，その

後の調査では前年に設定した文字列に新たに追加していく方式で，2024 年調査では累計

323 個であった。323 個の文字列の例は，「.com」が含まれる文字列（企業関係）57 個，「.go.jp」

が含まれる文字列（政府関係）36 個，「.or.jp」が含まれる文字列 35 個，「.lg.」または「.pref.」

または「.city.」が含まれる文字列（地方公共団体関係）29 個などであった。 

 上述のリンク先除外用全般 URL 文字列は全大学に共通して適用したが，これに加え，プ

ログラムを実行できない特定大学のサイトや，日本語ファイル名の PDF などの解析不能

だった場合には，大学ごとに「リンク先除外用個別 URL 文字列」を設定し，調査対象から

除外した。 
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Ⅲ. 分析と結果 

 1. 分析対象大学の設定 

 調査対象大学の体制などを踏まえて，次の条件に該当する大学を除外した。［除外条件 1］

通信制大学・専門職大学・大学院大学，［除外条件 2］いずれかの時点で募集停止となって

いた大学や，合併などにより 4 年間を通じた同一法人による経営の継続性が確認できな

かった大学，［除外条件 3］いずれかの年にプログラムを意図通りに実行できなかったホー

ムページを有する大学である。［除外条件 1］［除外条件 2］［除外条件 3］を適用した結果，

745 校が抽出された。 

 プログラムが実行可能で内容取得に成功した場合，そのサイトにおける取得成功数を示

す「status code」は 200 となる。ところが，上述 745 校のうち 10 校（国立 1 校・私立 9 校）

は，いずれかの年で取得成功数が 0 であった。このため，［除外条件 4］として取得成功数

が 0 件の大学を除外し，残る 735 校（国立 79 校・公立 91 校・私立 565 校）を分析対象と

した（Table 1）。 

 これらの分析対象大学について，第三次まとめの検討過程において障害学生支援の取り

組みに影響を及ぼす要因として論点の一つとなっていた大学の規模 3)に注目し，規模の指

標として収容定員数を用いた分析を行うこととした。収容定員数は，旺文社（2020）を参

照し，2021年調査の時点で設定した。新規開学などにより 2021年調査の時点で旺文社（2020）

に記載されていなかった大学については，当該大学のホームページに公開されている収容

定員数を参照し設定した。なお，2024 年調査までの間に収容定員数の変更があった場合で

も，分析には反映しなかった。 

 分析では，収容定員数の階級に区分して集計することとした。階級の設定は各階級に属

する校数のバランスを考慮し，500 人未満（87 校），500 人以上 1000 人未満（142 校），1000

人以上 2000 人未満（179 校），2000 人以上 3000 人未満（93 校），3000 人以上 5000 人未満

（96 校），5000 人以上 10000 人未満（94 校），10000 人以上（44 校），の 7 つとした（Table 

1）。 

 2. プログラムの設定状況とスクレイピング結果 

 プログラムの設定状況，および，各大学においてウェブサイトをスクレイピングした成

否結果を以下に述べる。 

  （1）第 1 層のウェブサイトの URL 設定状況： 本調査の手順では，各大学のホームペー

ジのどのウェブサイトを第 1 層に設定するかで結果が異なる可能性がある。735 校の 4 年

間の URL を確認したところ，62 校ではいずれかの年で異なる URL が設定されていた。そ

の理由は，文科省大学リストに登録された URL の更新，大学名やサーバー変更に伴う URL

Table 1 
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の変更，あるいは第 1 層サイトの構成が変化してプログラムが正常に実行できず，著者が

任意に設定を変更した場合などであった。 

  （2）リンク先除外用個別 URL 文字列の設定結果： 分析対象 735 校のうち，リンク先

除外用個別 URL 文字列を設定したのは 2021 年時点で 177 校に 330 個（うち「.pdf」を含

むもの 139 個）であった。その後は前年分に追加する方式で，2024 年には 288 校に累計 726

個（うち「.pdf」を含むもの 413 個）となった。2024 年調査で設定したリンク先除外用個

別 URL 文字列の個数の平均は，分析対象 735 校について 0.99 個/大学で，最大は 19 個で

あった。 

  （3）ウェブサイトの内容の収集成否結果： status code が 200 を示したウェブサイト

の数，すなわちウェブサイトの内容の取得に成功した数を大学ごとに集計した結果，2021

年調査では，分析対象 735 校について 1 校あたりの平均は 26.5（国立 43.3／公立 24.4／私

立 24.5），2022 年調査 27.0（同 45.5／26.4／24.5），2023 年調査 28.5（同 51.4／26.0／25.6），

2024 年調査 27.5（同 52.6／27.8／23.9）であった。逆に，取得に失敗したウェブサイト数

の平均は，2021～2024 年で 1.6～1.7 程度（国立 4.1～6.0，公立 0.4，私立 1.2～1.5）にとど

まった。なお，情報収集ウェブサイト数が上限200件に達した大学は各年3～5校であった。 

  （4）プログラム上の制約が結果に及ぼした影響の検討： まず，調査対象大学におけ

る取得成功ウェブサイト数の平均は 26.5～28.5，失敗数の平均は 1.6～1.7 であった。これ

に対し，1 大学あたり 200 件と設定した上限は十分に余裕があり，実際に上限に達したの

も 3～5 校にとどまったため，調査結果への影響はごく小さいと考えられる。 

 次に，Python モジュール pdfminer3k 1.3.4 には，日本語ファイル名の PDF を解析できな

いという制約があった。このため，該当する PDF リンクは除外設定としたが，その件数は

1 大学あたり平均 0.99 であり，上記の取得成功数平均と比べればごく少ない。したがって，

この制約による影響もまた限定的であると考えられる。 

 最後に，本調査で設定したスクレイピングプログラムは，文字列の解析に基づいて収集

対象を選別する方式を採用した。そのため，リンク先ウェブサイトのタイトルなどを表す

部分が画像の場合には対応できない仕様となっていた。こうした状況が巡回対象のホーム

ページ群にどの程度含まれていたかについては，評価指標を設けていなかったため不明で

ある。 

 3. 障害学生支援関連ワードの出現状況 

 大学ごとに，障害学生支援関連ワードが出現した場合を 1，出現しなかった場合を 0 と

記録し，平均を取ることで当該ワードの出現校割合を算出した。出現校割合が 1 に近づく

ほど背景色が濃い灰色に塗りつぶされるように，結果を Fig. 1 から Fig. 6 にヒートマップ

Fig. 1〜6
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として示した。 

 全 735 校でみると，「障害学生」は 0.584 から 0.673，「障害者差別解消」は 0.317 から 0.404

へと上昇し，「合理的配慮」「社会的障壁」も増加傾向を示した（Fig. 1～4）。「不当な差別

的取扱い」は 2021・2022 年は横ばい（0.137, 0.136）だったが，2023 年は 0.154，2024 年は

0.182 と増加した（Fig. 5）。一方，「学生相談」は一貫して 7 割超と高水準で横ばいであり，

この傾向は私立でも同様だった（Fig. 6）。 

 設置者ごとにみると，「障害学生」の出現校割合は 2024 年で国立 0.937 ときわめて高い

のに対し，公立 0.571，私立 0.653 にとどまった（Fig. 1）。国立で高く，公立・私立で低い

傾向は，ほかの語でも同様であった（Fig. 2～5）。ただし「学生相談」は国立 0.861 で最も

高かったことは同様だが，公立 0.659，私立 0.710 で，ほかの語より比較的高水準を示した

（Fig. 6）。 

 私立を規模別にみると，「障害学生」は 1 万人以上で 0.973 と高く，500 人未満では 0.484

にとどまり，大規模校ほど出現校割合が高く，小規模校ほど低い傾向は，ほかの語でも共

通していた（Fig. 1～6）。 

 

Ⅳ. 考 察 

 1. 調査結果からの示唆 

 今回の調査に用いた障害学生支援関連ワードのうち「学生相談」を除く 5 語の出現校割

合は，分析対象とした大学全体でいずれの語も増加傾向を示し，私立に限ってもこの傾向

は同様であった。私立において，障害学生支援の体制整備が年々進んでいることがうかが

える結果となった。 

 「学生相談」はいずれの年でも出現した割合が 7 割を超え，他の語と比較して高いまま

横ばいで推移し，歴史的に早期から広く定着してきたことと一致した。一方，「障害学生」

の出現校割合は年々増加して 7 割に近づいてきており，「学生相談」との差が縮まっている。

特に私立で差が縮まっており，障害学生支援の体制整備の進行に伴い「障害学生」と「学

生相談」のそれぞれの語に象徴される支援が併存する状況へと変わりつつあることが推察

される。 

 一方，「障害者差別解消」の出現校割合は，2024 年調査で国立 0.797，私立 0.347 と差が

大きく，私立で低水準であることが際立った。これは，国等職員対応要領の作成および公

表が法的に義務付けられた経緯の中で，国立は「障害者差別解消」の語を標題や条文に含

んだ対応要領を作成しホームページで公開している場合が多いことが背景にあると考えら

れる。国等職員対応要領に相当する対応要領の作成・公表についての法的義務の有無の差
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は「合理的配慮」「社会的障壁」「不当な差別的取扱い」にもみられた。 

 私立の規模別では，いずれの語でも小規模な大学ほど出現校割合が低い水準にとどまっ

た。この背景としては，教職員数の制約により専任配置が難しく，学生相談・保健管理部

署などの他部署との兼務体制に依存しやすいことが一因と考えられる 4)。例えば，学生相

談は従来から精神・発達障害学生への対応をも内包してきたため，兼務体制下においては

学生相談が先行し，障害学生支援は後付けとなる場合が多いと推測される。その際，従来

の学生支援の方針が引き継がれ，結果として，社会モデルに基づく対応を方針に組み入れ

る必要性が大学内の体制として認識されにくくなると考えられる。 

 上述のように，設置者ごとの観点では対応要領作成・公表に関する法的義務の有無に差

があり，規模ごとの観点では，人的資源の制約が社会モデルの必要性の認識を弱める方向

に拍車をかけていることが推測される。これらの重複が，小規模の私立大学で障害学生支

援関連ワードの出現が低水準に留まった背景にあると推察される。 

 2. 今後の課題 

 本調査では，障害学生支援関連ワードの出現校割合を縦断的に把握することで，大学に

おける障害学生支援の取り組みの状況を推測した。今後は各大学における語の出現の組み

合わせの変化に注目することで，体制整備の進展過程をより精緻に把握できる可能性があ

る。例えば，当初は「障害学生」のみが出現していた大学が，後年には「合理的配慮」と

ともに出現するようになるといった変化は，社会モデルに基づく方針の導入が進んでいる

ことを示す有効な指標となり得る。その上で個別大学へのヒアリング調査などを併せて行

うことにより，障害学生支援の実態とその公表状況との関係を多角的に検討することが課

題である。 

 

注 

1) 2024 年度の実態調査（独立行政法人日本学生支援機構, 2025b）では，障害者差別解消法

に関する対応要領や基本方針の有無を尋ねる設問が一部変更された上で，設置者区分ご

との集計が初めて公表された。その結果，「ある」と回答したのは国立 100％（n=86），

公立 94.1％（n=101），私立 86.5％（n=629）であり，いずれも高い割合を示した。 

2) 調査期間は 2021～2024 年で 13 日間，14 日間，17 日間，12 日間と差があった。主因は，

「.ac.jp」を含まない特定 URL が対象として適切かどうかを判断するため，著者がプロ

グラムを一時停止して個別確認を行ったことによる。 

3) 第三次まとめの検討過程では，委員である柏倉は副学長としての立場から，小規模私立

大学では財政基盤が脆弱で体制整備が進みにくいとの意見を述べた（文部科学省, 
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2023d）。また，第三次まとめ（文部科学省, 2024b）には「特に中・小規模の大学等が単

独で障害学生支援や担当者育成に取り組むことには限界がある」との認識が盛り込まれ

た。 

4) 日本学生支援機構の実態調査（独立行政法人日本学生支援機構, 2025b）においても，私

立大学では障害学生支援担当部署を兼務とする割合が高いといった特徴が示されてい

る。 
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Brief  Note  

 

A Survey of  the  Percentage  of  and Trends  in Japanese  Univers i t ies  in  Which 

Words Related to  Support  for Students  with  Disabi l i t ies  Appear on Their 

Websi tes  

 

Nobuyuki  TAREKADO  

 

Center  for  Educat ional  Suppor t  for  S tudents  wi th  Disab i l i t i es ,  Kyoto  Sangyo 

Univers i ty  

 

Japanese  Journal  o f  Higher  Educat ion and Disabi l i ty,  

advanced publ ished on March 31,  2026.  

 

Abstract :   The  Act  for  El iminat ing  Discr iminat ion  against  Persons  wi th  

Disab i l i t i es  was amended in  2021 and came in to  e ffec t  in  2024 ,  ra is ing  the  

provis ion  of  reasonable  accommodat ion  to  legal  ob l igat ion a t  companies  as  one  

of  the  p i l la rs .  In  th is  s tudy,  the  conten ts  of  the  websi tes  of  Japanese  un ivers i t ies  

were  examined  over  a  four-year  per iod  f rom 2021 to  2024 us ing a  sc raping  

technique  wi th  a  computer  p rogram to  determine  whether  s ix  words  re la ted  to  

suppor t  fo r  s tudents  wi th  d i sabi l i t ies ,  inc lud ing  words  der ived  f rom the Act  for  

El iminat ing  Discr iminat ion  aga ins t  Persons  wi th  Disabi l i t i es ,  appeared  on  the  

websi tes .  The  resul t s  based on   ana lyz ing the  websi tes  of  735 univers i t ie s  

showed tha t  the  percentage  of  univers i ty  websi tes  wi th  those  words  increased  

for  f ive  of  the  s ix  words ,  wi th  the  except ion of  “s tudent  counsel l ing ,”  which  

had  a  h igh  percentage  every  year.  On the  o ther  hand,  the  proport ion  of  

univers i t ies  in  which the  te rms “reasonable  accommodat ion” and  “socia l  

bar r iers ,”  which  a re  cons idered  to  be  used when announcing tha t  suppor t  fo r  

s tudents  wi th  d isabi l i t ies  i s  based on  a  socia l  model ,  appeared  was  not iceably  

lower  in  pr iva te  un ivers i t i es  than  in  nat iona l  un ivers i t i es .  

 

Key words :  the  ac t  fo r  e l iminat ing  d iscr iminat ion  agains t  persons  wi th  

d i sab i l i t i es ,  socia l  model ,  websi te ,  sc raping   
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図 表  

 

Tab le 1 分 析 対 象 大 学 の 校 数 （ 設 置 者 区 分 ご と ・ 収 容 定 員 数 ご と ）  

収容定員数  
設置者区分  

全 体  
国立  公立  私立  

～ 500 2  21  64  87  

500～  6  26  110 142  

1000～  11  31  137  179  

2000～  5  7  81  93  

3000～  22  3  71  96  

5000～  26  3  65  94  

10000～  7  0  37  44  

合 計  79  91  565  735  
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Fig. 1 「 障 害 学 生 」 の 出 現 校 割 合  
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Fig. 2 「 障 害 者 差 別 解 消 」 の 出 現 校 割 合  
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Fig. 3 「 合 理 的 配 慮 」 の 出 現 校 割 合  
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Fig. 4 「 社 会 的 障 壁 」 の 出 現 校 割 合  
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Fig. 5 「 不 当 な 差 別 的 取 扱 い 」 の 出 現 校 割 合  
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Fig. 6 「 学 生 相 談 」 の 出 現 校 割 合  
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